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当社概観
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情報提供

長期資金の流れ
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持続可能なサプライチェーン
パームオイルの調達を事例として
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りそなアセットマネジメントのアイデンシティ
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りそなアセットのあるべき経済システムとエンゲージメント
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マテリアリティマッピングへの時間軸追加

Part1
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次世代とのダイアログ
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マテリアリティに基づくエンゲージメントアジェンダ設定
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エンゲージメントレポート（当社スチュワードシップレポートより）
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私たちは、2017年8月から、環境問題関連、社会問題関連にかかる 「持続可能なパーム油」
の調達をテーマとしたエンゲージメントを開始し ています。パーム油は世界で一番使用されて
いる植物油であり、多くの食品、洗剤などの家庭用品、化粧品の原料として使用されています
。その 一方で、主要生産国であるマレーシアやインドネシアにおいて、パーム農 園開発に伴う
森林破壊、児童労働や強制労働、先住民との軋轢等の問題 をはらむ植物油でもあります。
パーム油を原料とした製品を取り扱う企業、つまりパーム油のサプライチェーンに関わる企業
は日本にも数多く存在し ますが、欧米の企業に比べると、パーム油問題への対応状況はまだ
改善の余地が大きいと考えています。 責任投資部では、パーム油のサプライチェーンに関
わる投資先企業を対象に「持続可能なパーム油」の調達に対する取り組みの理解と方針策定
をサポートしています。

エンゲージメント活動：サステナブルなパーム油の調達
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エンゲージメント活動：サステナブルなパーム油の調達
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エンゲージメント活動：複数年にわたる取り組み
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参加中の協働エンゲージメント（海外投資家連携）
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持続可能なサプライチェーンの構築の意義：サステナブルなパーム油の調達

サステナブルなパーム油の調達への取組は、その解決に向けた一歩

“あるべき未来”と“ありうる未来”には大きなギャップがあり、様々な解決すべき課題がある


